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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 6,607,1609,576,1963,654,7544,988,75515,404,949

経常利益（千円） 310,3831,509,079308,556 809,7101,384,113

四半期(当期)純利益（千円） 290,254 913,446 312,155 538,4221,104,862

純資産額（千円） － － 25,287,36527,048,64726,560,423

総資産額（千円） － － 27,961,03130,938,04930,688,761

１株当たり純資産額（円） － － 2,358.112,514.372,470.94

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
27.07 84.98 29.11 50.09 102.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 90.4 87.4 86.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,347,291614,477 － － 2,922,071

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△659,904△533,024 － － △917,058

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△142,373△143,456 － － △247,935

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 7,569,6918,711,6218,863,590

従業員数（人） － － 1,224 1,473 1,311

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在
しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 1,473(553)

　（注）従業員数は就業人員であり、従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員で

あります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 341 (296)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員で

あります。

２．上記従業員以外に関係会社に出向中の従業員は40人であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

セラミック部品事業(千円) 5,803,407  86.9

照明機器事業(千円) 236,172 △12.6

合計(千円) 6,039,579 78.9

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

セラミック部品事業  5,016,132  14.0  3,768,074  74.0

照明機器事業 310,388 107.0 157,080 △46.3

合計 5,326,520 17.1 3,925,155 59.6

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績　

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

セラミック部品事業(千円) 4,721,943 39.1

照明機器事業(千円) 266,813 3.0

合計(千円) 4,988,755 36.5

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．照明機器事業の事業特性上、第４四半期連結会計期間に売上が集中する傾向があるため、四半期連結会計期

間毎の業績には季節的変動があります。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 　　 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間の世界経済は、ユーロ圏などの信用不安により円高株安が急速に進行しましたが、中国

をはじめとする新興国での需要が好調であったことや、各国政府による継続した経済刺激策の効果などを背景に、

当初見込まれた以上の回復がみられました。国内経済も輸出の回復に支えられ順調な回復を見せてまいりました。

しかし、個人消費は力強さに欠け、期後半からの記録的な円高の進行、エコカー補助金などの消費刺激策の終了や縮

小の動きを背景にその回復は鈍化し、先行きのリスクの高まりとともに依然不透明感が続いております。　

　このような状況のもと、当社グループの属する電子部品関連市場は、中国をはじめとするアジアを中心としたス

マートフォン、ＬＥＤテレビなどに代表されるデジタル機器の需要回復、半導体需要回復による半導体設備投資の

活発化、そして国内のハイブリッドカーやＬＥＤ照明機器をはじめとした環境関連市場の拡大などにより、予想を

上回る活況を呈してまいりました。

  当社におきましても電子部品やセラミック基板、半導体製造装置に使用される石英ガラス製品の受注が好調に推

移してまいりました。

　その結果、連結売上高は4,989百万円（前年同期比36.5％増）となりました。利益面に関しましても、一昨年来から

実施してきましたグループを挙げての収益体質改善施策の効果により売上の増加による収益向上効果を上回る大

幅な改善を図ることができました。以上のことから、連結営業利益は841百万円（前年同期比209.9％増）となりま

した。経常利益は810百万円（前年同期比162.4％増）、四半期純利益は538百万円（前年同期比72.5％増）となりま

した。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①セラミック部品事業

　売上高は前年同期比39.1％増の4,722百万円となりました。市場環境は好調に推移してきており、売上高は前期水

準を上回る回復をみせてきております。

当事業におけるセラミック基板、ＥＭＣ対策部品及び薄膜回路製品は、中国をはじめとするアジアにおけるデジ

タル家電を中心とした需要の回復に合わせ、受注は堅調であります。特に、ハイブリッドカー向けを含めたパワーモ

ジュール用基板等が好調に推移しました。また、石英ガラス製品も半導体市場や半導体設備市況の回復により、需要

は堅調であります。

営業利益は前年同期比150.9％増の1,009百万円となりました。既存品の生産性向上、コスト削減対策が功を奏し

たことや付加価値の高い新製品の寄与により、予想を上回る回復をみせております。

　

②照明機器事業

　照明機器事業の売上高は、前年同期比3.0％増の267百万円となりました。ＬＥＤ照明機器は公共関係を中心に引き

合い、受注ともに堅調に推移しております。営業損失は23百万円(前年同期は11百万円の営業損失)となりました。

　引き続きＬＥＤ照明機器の新商品開発と拡販にも注力してまいります。

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、8,712百万円となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動から得たキャッシュは497百万円となり、前年同期比83百万円の増加となりました。主な要因は売上債権

の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用したキャッシュは152百万円となり、前年同期比166百万円の減少となりました。主な要因は有形固

定資産の取得による支出によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用したキャッシュは1百万円となりました。なお、前年同期は5百万円の収入でした。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、153百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループの経営成績、株価及び財務状況に影響を及ぼす可能性のある事業等のリスク及び経営戦略について、

重要な変更はありません。

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

  当第２四半期末における連結の総資産は30,938百万円となり、前期末と比較して0.8%増加しました。主に、受取手

形及び売掛金が421百万円増加したことによるものです。

　負債は3,889百万円となり、前期末と比較して5.8%減少しました。主に、支払手形及び買掛金の減少によるもので

す。以上により、純資産は、27,049百万円となりました。この結果、自己資本比率は87.4%となっております。

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは基本理念である「会社の発展、社員の幸福、株主の満足感は三位一体である」に基づき、「材料技

術のＭＡＲＵＷＡ」、「品質至上主義」を貫くことで、他社との差別化を図ることにより企業価値を高め、すべての

ステークホルダーが満足できる経営を目指しております。

　この方針に基づき、集中と選択の理念に則った事業特化を推進し、グローバルレベルのニッチ分野でＮｏ．１の製

品を展開するとともに、グローバルな企業競争下において勝ち残る企業となることを目標としております。

　当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,072,000 11,072,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第１部）

ロンドン証券取引所

シンガポール証券取引所

単元株式数

100株   

計 11,072,000 11,072,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

②平成21年６月25日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 532

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 53,200

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,290

新株予約権の行使期間
平成23年10月１日から

平成31年９月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 2,290

資本組入額 1,145

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時において、当

社又は当社の関係会社の取締役、監査役、従業員であるこ

とを要する。但し、定年による退任・退職の場合、法令改正

による退任、及び会社組織改編による監査役への就任の場

合はこの限りではない。

新株予約権の質入その他の処分及び相続は認めない。

その他の条件については、本株主総会及び取締役会決議に

基づき、当社と対象の取締役、監査役及び従業員との間で

締結する「新株予約権割当契約書」に定めるところによ

る。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数(千株)

発行済株式総数
残高（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 11,072 － 6,709,850 － 9,746,778
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ケーマルワ
愛知県尾張旭市南本地ヶ原町三丁目

83番地
3,463 31.28

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,571 14.19

資産管理サービス信託銀行㈱ 東京都中央区晴海一丁目８番12号 709 6.40

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 東京都港区浜松町二丁目11番３号　 703 6.35

神戸　誠　 愛知県瀬戸市 289 2.61

神戸　芳樹 愛知県瀬戸市 278 2.51

神戸　節也 愛知県瀬戸市 215 1.94

MARUWA従業員持株会
愛知県尾張旭市南本地ヶ原町三丁目

83番地
181 1.63

ステート　ストリート　バンク　アンド　ト

ラスト　カンパニー　505019  

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

IFSC DUBLIN IRELAND

（東京都中央区日本橋3-11-1）
86 0.78

メロン　バンク　トリーティー　クライア

ンツ　オムニバス

（常任代理人　㈱みずほコーポレート銀

行決済営業部）　

ONE BOSTON PLACE BOSTON, MA 02108

（東京都中央区月島4-16-13）　
83 0.75

計 － 7,583 68.48

　（注）1.上記のほか、自己株式が321千株あります。

　      2.上記信託銀行の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります（単位：千株）。

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 1,571

資産管理サービス信託銀行㈱ 709

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 703

　

　

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

10/30



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 321,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,728,700 107,287 －

単元未満株式 普通株式 21,400 － －

発行済株式総数 11,072,000 － －

総株主の議決権 － 107,287 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式90株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱ＭＡＲＵＷＡ

愛知県尾張旭市南

本地ヶ原町三丁目

83番地

321,900 － 321,900 2.90

計 － 321,900 － 321,900 2.90

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 2,014 1,995 2,150 2,107 2,125 1,915

最低（円） 1,875 1,772 1,819 1,897 1,781 1,800

　（注）最高、最低の株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任あずさ監査法人と

なっております。 

　　

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

12/30



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,238,944 9,305,246

受取手形及び売掛金 5,734,842 5,313,824

商品及び製品 958,382 809,331

仕掛品 915,226 886,526

原材料及び貯蔵品 1,223,728 1,032,374

繰延税金資産 262,977 293,711

その他 171,053 113,611

貸倒引当金 △11,455 △11,841

流動資産合計 18,493,698 17,742,782

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,850,897 7,861,202

減価償却累計額 △4,041,927 △3,920,237

建物及び構築物（純額） 3,808,970 3,940,966

機械装置及び運搬具 12,523,379 12,453,446

減価償却累計額 △9,202,337 △8,965,529

機械装置及び運搬具（純額） 3,321,042 3,487,917

土地 3,153,920 3,160,812

建設仮勘定 186,306 314,306

その他 2,950,911 2,891,160

減価償却累計額 △2,618,253 △2,611,232

その他（純額） 332,658 279,929

有形固定資産合計 10,802,897 11,183,930

無形固定資産 223,598 232,522

投資その他の資産 ※
 1,417,856

※
 1,529,528

固定資産合計 12,444,351 12,945,979

資産合計 30,938,049 30,688,761
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,291,040 1,726,940

短期借入金 4,684 4,684

未払法人税等 407,222 264,551

賞与引当金 307,220 313,644

役員賞与引当金 5,375 10,750

設備関係支払手形 444,020 352,046

その他 891,513 918,243

流動負債合計 3,351,074 3,590,858

固定負債

長期借入金 118,371 120,713

繰延税金負債 160,563 157,908

その他 259,394 258,859

固定負債合計 538,328 537,480

負債合計 3,889,402 4,128,338

純資産の部

株主資本

資本金 6,709,850 6,709,850

資本剰余金 9,746,778 9,746,778

利益剰余金 12,813,565 12,051,332

自己株式 △678,525 △688,625

株主資本合計 28,591,668 27,819,335

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △54,479 △128,455

為替換算調整勘定 △1,507,723 △1,140,079

評価・換算差額等合計 △1,562,202 △1,268,535

新株予約権 18,886 9,443

少数株主持分 295 179

純資産合計 27,048,647 26,560,423

負債純資産合計 30,938,049 30,688,761
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 6,607,160 9,576,196

売上原価 4,950,179 6,280,916

売上総利益 1,656,981 3,295,280

販売費及び一般管理費 ※
 1,457,526

※
 1,819,965

営業利益 199,455 1,475,315

営業外収益

受取利息 29,743 22,241

受取賃貸料 58,026 56,391

有価証券運用益 1,112 －

為替差益 1,361 －

負ののれん償却額 28,930 －

その他 37,011 32,534

営業外収益合計 156,184 111,167

営業外費用

支払利息 1,039 998

為替差損 － 40,637

投資不動産賃貸費用 33,547 27,557

その他 10,669 8,211

営業外費用合計 45,256 77,404

経常利益 310,383 1,509,079

特別利益

固定資産売却益 3,027 87

投資有価証券売却益 36,527 2,905

貸倒引当金戻入額 4,429 8,926

特別利益合計 43,983 11,918

特別損失

固定資産除売却損 20,786 12,957

早期割増退職金 16,176 －

投資有価証券売却損 22,128 2,996

投資有価証券評価損 － 149,567

その他 － 1,944

特別損失合計 59,090 167,464

税金等調整前四半期純利益 295,276 1,353,533

法人税、住民税及び事業税 68,900 393,041

法人税等調整額 △63,878 46,927

法人税等合計 5,022 439,968

少数株主損益調整前四半期純利益 － 913,565

少数株主利益 － 119

四半期純利益 290,254 913,446
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,654,754 4,988,755

売上原価 2,652,285 3,247,279

売上総利益 1,002,469 1,741,476

販売費及び一般管理費 ※
 731,076

※
 900,358

営業利益 271,393 841,118

営業外収益

受取利息 16,744 13,185

受取賃貸料 27,748 27,684

有価証券運用益 1,112 －

負ののれん償却額 14,465 －

その他 24,060 16,206

営業外収益合計 84,129 57,075

営業外費用

支払利息 477 301

為替差損 18,671 67,596

投資不動産賃貸費用 21,397 15,884

その他 6,421 4,702

営業外費用合計 46,966 88,483

経常利益 308,556 809,710

特別利益

固定資産売却益 827 14

投資有価証券売却益 6,458 419

貸倒引当金戻入額 2,364 7,180

特別利益合計 9,650 7,613

特別損失

固定資産除売却損 5,413 4,390

早期割増退職金 1,885 －

投資有価証券売却損 1,975 －

投資有価証券評価損 － 12,944

特別損失合計 9,273 17,334

税金等調整前四半期純利益 308,934 799,989

法人税、住民税及び事業税 57,873 272,108

法人税等調整額 △61,094 △10,658

法人税等合計 △3,221 261,450

少数株主損益調整前四半期純利益 － 538,539

少数株主利益 － 117

四半期純利益 312,155 538,422
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 295,276 1,353,533

減価償却費 791,736 749,541

負ののれん償却額 △28,930 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,869 △8,926

有価証券運用損益（△は益） △1,112 146

投資有価証券売却損益（△は益） △14,399 91

投資有価証券評価損益（△は益） － 149,567

固定資産除売却損益（△は益） 17,192 12,870

受取利息及び受取配当金 △33,277 △25,891

為替差損益（△は益） 10,986 7,523

売上債権の増減額（△は増加） 369,745 △491,936

たな卸資産の増減額（△は増加） 451,405 △416,196

仕入債務の増減額（△は減少） △557,223 △403,977

その他 42,996 △57,633

小計 1,338,526 868,712

利息及び配当金の受取額 35,893 27,364

利息の支払額 △565 △1,151

法人税等の支払額 △26,563 △280,447

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,347,291 614,477

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △52,572 △130,642

有形固定資産の取得による支出 △830,373 △438,364

有形固定資産の売却による収入 80,529 11,573

有価証券の売却による収入 1,112 －

投資有価証券の取得による支出 △165,201 △133,609

投資有価証券の売却による収入 310,441 155,048

無形固定資産の取得による支出 △16,359 △7,200

その他 12,518 10,171

投資活動によるキャッシュ・フロー △659,904 △533,024

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,342 △2,342

自己株式の売却による収入 5,480 9,545

自己株式申込証拠金収入 4,675 －

自己株式の取得による支出 △103 △226

配当金の支払額 △150,083 △150,433

財務活動によるキャッシュ・フロー △142,373 △143,456

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37,549 △89,966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 507,466 △151,969

現金及び現金同等物の期首残高 7,062,226 8,863,590

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 7,569,691

※
 8,711,621
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【四半期連結財務諸表作成のための重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事

項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　一部の国内連結子会社において、当第２四半期連結会計期間末の一般債権の

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定

しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分する方法により算定しております。

３．経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっています。

４．法人税等ならびに繰延税金資産及び

繰延税金負債の算定方法

（1）繰延税金資産の回収可能性の判断

　前連結会計年度末以降に、経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測等を利用する方法によっております。

　 （2）重要性が乏しい連結子会社

　税金費用の計算にあたっては、税引前四半期純利益に、前連結会計年度の損

益計算書における税効果会計適用後の法人税等の負担率を乗じて計算する方

法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産　 17,467千円

※資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 26,029千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬  31,452千円

給与及び手当 364,262

賞与引当金繰入額 96,455

役員賞与引当金繰入額 3,125

退職給付費用 8,493

減価償却費 95,804

研究開発費 253,510

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬  34,666千円

給与及び手当 414,662

賞与引当金繰入額 126,003

役員賞与引当金繰入額 5,375

退職給付費用 9,143

減価償却費 113,775

研究開発費 314,816

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬   15,577千円

給与及び手当 179,977

賞与引当金繰入額 48,547

役員賞与引当金繰入額 1,563

退職給付費用 3,064

減価償却費 49,913

研究開発費 130,415

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次

のとおりであります。

役員報酬   17,600千円

給与及び手当 205,394

賞与引当金繰入額 66,287

役員賞与引当金繰入額 2,812

退職給付費用 3,531

減価償却費 60,880

研究開発費 153,495

　

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

21/30



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 8,054,115

預入期間が３か月を超える定期預金 △484,424

現金及び現金同等物 7,569,691

　

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 9,238,944

預入期間が３か月を超える定期預金 △527,323

現金及び現金同等物 8,711,621

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成

22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 11,072千株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 321千株

３．新株予約権等に関する事項

　ストックオプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　親会社　18,886千円

４．配当に関する事項

　（1）配当金支払額　

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 150,433 14.0 平成22年３月31日 平成22年６月25日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年10月28日

取締役会
普通株式 161,250 15.0 平成22年９月30日 平成22年12月８日利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

22/30



（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

項目
セラミック部
品事業(千円)

照明機器事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 3,395,820258,9343,654,754 － 3,654,754

(2）セグメント間の内部売上高

または振替高
11,554 1,916 13,470 (13,470) －

計 3,407,373260,8503,668,224(13,470)3,654,754

営業利益又は営業損失(△) 401,940△11,794 390,145(118,752)271,393

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

項目
セラミック部
品事業(千円)

照明機器事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 6,144,058463,1036,607,160 － 6,607,160

(2）セグメント間の内部売上高

または振替高
17,290 1,977 19,268 (19,268) －

計 6,161,347465,0806,626,428(19,268)6,607,160

営業利益又は営業損失(△) 502,143△52,838 449,305(249,850)199,455

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

セラミック部品事業
回路部品（チップ抵抗器用セラミック基板等）、機構部品（石英ガラス製品

等）、高周波部品（BPF等）及びEMC対策部品（積層セラミックコンデンサ等）

照明機器事業 照明機器、情報表示装置等
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

項目
日本
（千円）

アジア
（千円）

欧米
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,969,187614,19671,3713,654,754 － 3,654,754

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高
83,393263,19020,477367,059(367,059) －

計 3,052,581877,38591,8484,021,814(367,059)3,654,754

営業利益又は営業損失(△) 330,96570,145 △95 401,015(129,622)271,393

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

項目
日本
（千円）

アジア
（千円）

欧米
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 5,324,5221,100,894181,7446,607,160 － 6,607,160

(2）セグメント間の内部売上

高または振替高
223,812439,51922,810686,140(686,140) －

計 5,548,3341,540,413204,5547,293,301(686,140)6,607,160

営業利益又は営業損失(△) 456,33017,752△9,077 465,005(265,550)199,455

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　前第２四半期連結累計期間

アジア……マレーシア、台湾、韓国、中国、インド

欧米………イギリス、アメリカ

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,166,020 173,249 208,554 1,547,823

Ⅱ　連結売上高（千円）    3,654,754

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
31.9 4.7 5.7 42.4

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,159,497 362,200 302,892 2,824,589

Ⅱ　連結売上高（千円）    6,607,160

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
32.7 5.5 4.6 42.8

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

アジア……マレーシア、台湾、韓国、中国

欧州………ドイツ、イギリス

その他……アメリカ

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

　１．報告セグメントの概要

　

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外

の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「セラミック部品

事業」及び「照明機器事業」の２つを報告セグメントとしております。

「セラミック部品事業」は、電子部品やセラミック基板、半導体製造装置に使用される石英ガラス製品等を生産・

販売しております。「照明機器事業」は、従来照明機器のほかLEDを使用した照明機器を生産・販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 9,081,549494,6479,576,196　　　　 － 9,576,196
セグメント間の内部売上高
又は振替高

5,837 5,473 11,310 △11,310 －

計 9,087,386500,1209,587,506△11,3109,576,196

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△)
1,807,918△39,2501,768,668△293,3521,475,315

（注）１．セグメント利益の調整額△293,352千円には、セグメント間取引消去10,200千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△303,552千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しな

い販売管理費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）

 
報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,721,943266,8134,988,755　　　　 － 4,988,755
セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,038 2,955 5,992 △5,992 －

計 4,724,980269,7674,994,747△5,992 4,988,755

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△)
1,008,612△23,488 985,124△144,006 841,118

（注）１．セグメント利益の調整額△144,006千円には、セグメント間取引消去7,706千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△151,712千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない

販売管理費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

25/30



　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,514.37円 １株当たり純資産額 2,470.94円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 27.07円 １株当たり四半期純利益金額 84.98円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 290,254 913,446

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 290,254 913,446

期中平均株式数（千株） 10,722 10,749

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　平成21年6月25日定時株主総会

決議による自己株式取得方式の

ストックオプション（株式の数

　53千株）。

　なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載のとお

りであります。　

　平成21年6月25日定時株主総会

決議による自己株式取得方式の

ストックオプション（株式の数

　53千株）。

　なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載のとお

りであります。　
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29.11円 １株当たり四半期純利益金額 50.09円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 312,155 538,422

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 312,155 538,422

期中平均株式数（千株） 10,723 10,750

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　平成21年6月25日定時株主総会

決議による自己株式取得方式の

ストックオプション（株式の数

　53千株）。

　なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載のとお

りであります。

　平成21年6月25日定時株主総会

決議による自己株式取得方式の

ストックオプション（株式の数

　53千株）。

　なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(2）新株

予約権等の状況」に記載のとお

りであります。

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成22年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………161,250千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月８日

　（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月10日

株式会社ＭＡＲＵＷＡ

取 締 役 会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏　　木　　勝　　広

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　　元　　　　　宏

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＡＲＵＷ

Ａの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＲＵＷＡ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

株式会社ＭＡＲＵＷＡ

取 締 役 会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏　　木　　勝　　広

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　　元　　　　　宏

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＡＲＵＷ

Ａの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＲＵＷＡ及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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